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日本遺産「中世日根荘の風景」対象地域活性化プロジェクト業務委託仕様書 

 

本仕様書は、日本遺産日根荘推進協議会（以下「協議会」という）が実施する日本遺産「中世日

根荘の風景」対象地域活性化プロジェクト業務委託について、委託業務の内容を示すとともに、受

託事業者（以下「受注者」という）が遵守しなければならない仕様を示すものとする。 

 

 

１ 業務名 

  日本遺産「中世日根荘の風景」対象地域活性化プロジェクト委託業務 

 

２ 業務目的 

泉佐野市は、日本遺産のストーリーが３つ存在する全国でも珍しい歴史文化遺産都市であり、 

３つの日本遺産は、新たな泉佐野の顔として、今後の賑わいづくりの一役を担っていくものと

考えている。 

 しかし、全国的に人口減少が進む中、本市の人口も令和２年国勢調査結果によると、人口増

減率は５年前より-0.83％となった。特に３つの日本遺産に関わりのある日根荘対象地域（以下、

「対象地域」という）は山間部を中心に少子高齢化が進んでおり、これまで以上に人口減少に

歯止めをかけ、地方創生を推進する新たなまちづくりが課題となっている。 

そのため、対象地域の中世以来の農村風景、中世らしい景観の維持、保全整備を含めた民間

活力による活性化に向けた取り組みを広く公募し、地域の活性化、交流人口・関係人口の拡大

を目的に本業務を実施する。そして、今後の国内外へのシティプロモーションの有効な観光資

源として、本市の魅力度アップとともに、地域振興とシティプロモーションに向けた取り組み

につなげていくこととする。 

 

３ 委託期間 

契約締結日から令和５年３月３１日 

     本仕様書に定める内容を適正に履行しない等、受注者として不適当であると判断した場合、

本協議会は、本契約を契約期間に関わらず解除することがある。また、受注者に損害賠償

を請求することがある。 

 

４ 業務内容等 

本業務の目的を達成するため、以下の業務内容等をもとに、事業者からの企画提案を求める

ものとする。 

（１）企画提案の対象地域とは、本市の３つある日本遺産のうち、日本遺産「旅引付と二枚の絵

図が伝えるまち-中世日根荘の風景-」の対象地域とすること。（別紙①参照） 

（２）対象地域の豊かな自然や景観を活かしながら、残された貴重な文化遺産を活用していくた

めに、遊歩道やこれに伴う管理（通路・柵・植栽等）に供する付属施設の整備を行い、観光

やまちづくりなど地域活性化につながる企画提案とすること。 

（３）優れた自然の景観地の保護とともに、地域資源の発掘、磨き上げにより、地域活性化、誘客

促進を図れる企画提案とすること。 
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５ 業務に要する経費 

上限額は、5,000,000 円（消費税及び地方消費税を含む）とする。 

 

６ その他 

（１）受託者は、本仕様書及び本委託契約書に基づき、協議会をはじめ、泉佐野市の関係課と綿密

に連絡を取り、その指示等に従い誠実に業務を遂行しなければならない。 

（２）業務の遂行にあたり必要な地元等との調整・協議については、受託者が責任を持って対応す

ること。但し、必要に応じて、協議会をはじめ、泉佐野市の関係課も調整・協議を支援する

ものとする。 

（３）本事業は、文化庁の令和４年度文化遺産観光拠点充実事業（文化資源活用事業費補助金）を

活用する予定であるため、各費目における単価上限、補助対象外経費等は国の基準を参考に

して、見積書を作成することとする。（別紙②参照） 

（４）業務に関する協議や各種打ち合わせに要する経費は、受託者の負担とする。 

（５）受託者は、業務の遂行に当たり、知り得た機密に属する情報、また本市が提供する資料・デ

ータ類及び業務の内容について、第三者に漏洩してはならない。業務終了後も同様とする。 

（６）業務を遂行するうえで必要な資料等は、受託者において入手することとする。ただし、本市

から提供可能な資料は無償で貸与する。 

（７）受託者は、業務を全て第三者に委託し、または請け負わせることができない。ただし、あら

かじめ本市の承認を受けた場合は、業務の一部を委託することができる。 

（８）受託者は、業務に関連する事故が発生した場合には、直ちにその報告と対応措置などを本市

に報告し、措置後の詳細な経過及び結果報告を文書により行うこと。 

（９）この仕様書に定めのない事項及び業務遂行上疑義が生じた場合は、その都度委託者に協議の

上処理することとする。 

 



日本遺産「旅引付と二枚の絵図が伝えるまち-中世日根荘の風景-」の対象地域 

別紙① 
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